
標高断面図を貼る

枠内に収まるように大きさを変える
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浸水域内の避難経路 浸水域外の避難経路

❽自分は消防団員

だったので、災害

対応に当たるため

ポンプ車で綾姫の

本部まで行った。

❻どんどん大きな波が来たので、み

んなで三鉄を超えて上に上がった。

そこで暫く海を見ていた。

❸津波が来る様子

が見えたので、映

像を撮ろうと自宅

に戻った。

❹ビデオカメラを持って漁村

センターの方に戻る途中、9号

線沿いの家のすぐ下（南）か

ら海を撮影していた。

❶地震の時は職場にいた。消防

団員で地震時は白浜海岸の4つ

の水門を閉めないといけないの

で、まだ揺れている途中に車で

漁村センターの一画にある屯所

に行った。

❾帰って来たと

きはもうみんな

は家に戻ってい

て誰もいなかっ

た。岡田荘の駐

車場にポンプ車

を止め、そこで

夜を明かした。

❷3人集まったので役割分担

し、ポンプ車で移動しなが

ら4個の水門を閉めた。漁村

センターに戻ると、10数人

が海を見ていた。

❺凄く大きな波が来たのが見えた

ので道路まで波が来ると思い、岡

田荘の駐車場まで避難した。そこ

で暫く海を見ていた。

❼潮が引き海の底が広い範囲でピン

ク色に見えていたため、一番高い場

所にある家の前まで上がった。暗く

なるまで海を見ていた。



避難経路図を貼る

左上をO2に合わせて、縦横比を変えないようにY列までの大きさにする

❽自分は消防団員だったので、

災害対応に当たるためポンプ車

で綾姫の本部まで行った。

❼潮が引き海の底が広い範囲でピンク色に見えていたため、一番高い場所にあ

る家の前まで上がった。暗くなるまで海を見ていた。

❻どんどん大きな波が来たので、みんなで三鉄を超

えて上に上がった。そこで暫く海を見ていた。

❺凄く大きな波が来たのが見えたので道路まで波が来ると思い、

岡田荘の駐車場まで避難した。そこで暫く海を見ていた。

❸津波が来る様子が

見えたので、映像を

撮ろうと自宅に戻っ

た。

❷3人集まったので役割分担し、ポンプ車で

移動しながら4個の水門を閉めた。漁村セン

ターに戻ると、10数人が海を見ていた。

❹ビデオカメラを持って漁村センターの方

に戻る途中、9号線沿いの家のすぐ下（南）

から海を撮影していた。

❶地震の時は職場にいた。消防団員で地震時

は白浜海岸の4つの水門を閉めないといけない

ので、まだ揺れている途中に車で漁村セン

ターの一画にある屯所に行った。

❾帰って来たときはもうみんなは家に戻っていて誰もいなかった。

岡田荘の駐車場にポンプ車を止め、そこで夜を明かした。
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